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６
月
16
日
午
後
５
時
、

横
山
仮
設
（
現
在
59
戸
、

22
戸
増
設
中
）
そ
ば
の
空

き
地
は
さ
な
が
ら
ち
ょ
っ

と
し
た
お
祭
り
広
場
と
な

っ
た
。 

 

こ
の
日
、
午
後
３
時
か

ら
は
、「
お
坊
さ
ん
が
被
災

者
の
思
い
に
耳
を
傾
け
る

喫
茶
店
」
＝
「
三
陸
海
岸

カ
フ
ェ
・
デ
・
モ
ン
ク
」

が
開
か
れ
た
。
当
地
の
曹

洞
宗
大
徳
寺
住
職
の
橘
智

法
氏
の
尽
力
に
よ
っ
て
開

か
れ
た
も
の
。 

 

５
時
か
ら
は
、
橘
住
職

の
呼
び
か
け
に
快
く
応
じ

た
地
元
の
津
山
食
堂
（
被

災
の
た
め
休
業
中
）
の
ご

家
族
総
出
で
２
０
０
食
分

の
ラ
ー
メ
ン
が
ふ
る
ま
わ

れ
た
。
東
災
ボ
は
ラ
ー
メ

ン
を
ゆ
が
く
お
湯
を
供
給

し
た
ほ
か
、
ほ
う
れ
ん
草

や
薬
味
、
炒
飯
２
０
０
食

分
と
ス
イ
カ
ヨ
ー
グ
ル
ト

２
０
０
食
を
提
供
し
た
。 

 

は
じ
め
は
遠
巻
き
に
見

て
い
た
仮
設
の
住
民
や
近

所
の
み
な
さ
ん
の
輪
も
次

第
に
狭
ま
り
、
小
鍋
を
抱

え
て
ラ
ー
メ
ン
や
炒
飯
の

配
食
の
列
に
並
ば
れ
る
姿

も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
東
災
ボ
11
期
全
チ
ー

ム
総
出
で
か
か
っ
た
ほ

か
、
つ
な
プ
ロ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
連
携
協
力
し
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

を
分
担
し
、
歩
行
困
難
な

お
年
寄
り
を
訪
問
し
て
は

「
出
前
」
も
お
こ
な
っ
た
。 

 

赤
帽
を
見
知
っ
た
人
た

ち
も
多
く
い
て
、
気
軽
に

挨
拶
を
返
し
あ
う
場
面

も
。
な
に
は
と
も
あ
れ
次

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た

人
々
の
は
じ
め
は
お
ず
お

ず
と
、
し
か
し
次
第
に
打

ち
解
け
て
い
く
様
子
は
被

災
者
の
今
を
象
徴
し
て
い

る
よ
う
に
思
え
た
。 

● 

 

 

 

こどももお年寄りもラーメンと炒飯とスイカヨーグルトに舌鼓？ スイカヨーグルトは？ 「すいかそのものを味わいたい」だって！ 

 

上：出前風景。下：津山食堂のご家族 
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６
月
19
日
午
後
２
時

よ
り
、
南
三
陸
町
役
場
仮

庁
舎
会
議
室
に
て
応
急
仮

設
住
宅
入
居
者
抽
選
（
第

六
次
募
集
）
が
実
施
さ
れ

た
。
南
三
陸
町
役
場
建
設

課
（「
応
急
仮
設
住
宅
入
居

申
請
受
付
に
つ
い
て
」）
に

よ
る
と
、
今
回
新
た
に
着

工
し
た
住
宅
及
び
追
加
募

集
住
宅
は
、
横
山
住
宅
２

期
（
新
規
）
が
22
戸
、
イ

オ
ン
南
方
店
跡

地
55
戸
、
以
下

志
津
川
自
然
の

家
４
戸
、
戸
倉

中
グ
ラ
ウ
ン
ド

35
戸
、
水
戸
辺
地
区
（
民

有
地
）
６
戸
、
志
小
グ
ラ

ウ
ン
ド
７
戸
、
志
中
グ
ラ

ウ
ン
ド
21
戸
、
志
高
グ
ラ

ウ
ン
ド
２
戸
、
吉
野
沢
団

地
17
戸
、
平
成
の
森
57

南三陸町 

 

揺
れ
動
く
被
災
者
の
こ
こ
ろ 

 
 

応
急
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
を
め
ぐ
っ
て  

南三陸町における東災ボの活動   

 

志津川中学 

12期ボラ初日。今回は男性 3人。や

や「驚き」をもって迎えられたようだ。

仕事はランタンの充電、ふろ掃除にト

イレ掃除。午後は、川崎健康隊による

体操に参加したほか、ストーブの点

検・給油、マット掃除、段ボールゴミ

処理を行う。トイレ掃除中に「ありが

とう」と声をかけられ、うれしかった。

夏本番を迎えようとしており、衛生面

への配慮が必要。相変わらず、支援物

資のミスマッチが多い。 

志津川高校 

12期ボラ初日。本部会議にて自己紹

介。施設案内を受ける。食堂にて子供

4人と遊ぶ。その後プランター作りや

アヤさん（元志高の英語教師）による

エアロビ教室に参加。昼食はKFCに

よるベトナム料理。おじいさんに誘わ

れカフェへ。2時過ぎから水の運搬と

避難所２階での葭簀の設置。「まっつ

ー」「いまポン」（綽名）は子供たち５

人と手品をしたり、宿題をみたりして

時間を過ごした。 

ベイサイドアリーナ組 

6月17日より第二回の思い出の写真

展示会（9月末まで）が始まった。場

所は先回と同じ旧入谷中学校。17、18

日は11期ボラが来場者案内などを務

めた。12期ボラは、現在アリーナでの

写真洗浄と乾燥・整理の仕事を担当し

ている。初日の感想「洗浄すべき写真

は大量にあっても、一枚一枚の写真の

持ち主は一人であるので、非常に大き

な責任を感じた」。２日目には、南米

から大勢のボランティアも参加。 

応急仮設住宅の希望調査 

団 地 名 建設可能個数 入居可能日（予定） 

戸倉地区 50  

 戸倉中学校（公募中） 35 直ちに入居できます。 

 水戸辺（公募中） 5 直ちに入居できます。 

 荒町 10 7月下旬～8月上旬予定 

志津川地区 116  

 廻館 30 7月下旬～8月上旬予定 

 袖浜 10 7月下旬～8月上旬予定 

 荒砥 30 7月下旬～8月上旬予定 

 大久保 10 7月下旬～8月上旬予定 

 小森 30 7月下旬～8月上旬予定 

 上の山 6 7月下旬～8月上旬予定 

入谷地区 180  

 岩沢（建設中） 43 7月下旬～8月上旬予定 

 童子下（建設中） 17 7月下旬～8月上旬予定 

 山の神平１ 50 7月下旬～8月上旬予定 

 山の神平２ 50 7月下旬～8月上旬予定 

 桜沢 20 7月下旬～8月上旬予定 

歌津地区 65  

 寄木 20 7月下旬～8月上旬予定 

 館浜 5 7月下旬～8月上旬予定 

 枡沢 20 7月下旬～8月上旬予定 

 港（一部公募中） 20 7月下旬～8月上旬予定 

町外 200  

 津山もくもくハウス 30 7月下旬～8月上旬予定 

 柳津若者総合体育館 70 7月下旬～8月上旬予定 

 南方イオン跡地 100 7月下旬～8月上旬予定 

※１ 計画団地は希望者の状況によって必要な戸数を建設します。 

※２ 志津川地区の希望者は用地確保が厳しい状況となっていますので他の地区

も含めて検討をお願いします。 

※３ 希望者が 10世帯未満は建設できない場合があります。 

※４ 建設戸数が変更になる場合があります。 

※５ 地区優先で行政区に申込みの方は提出する必要はありません。 

※６ 6月 18日（土）正午まで希望調査票を建設課まで提出して下さい。 

問い合わせ先  南三陸町建設課  TEL 0226-46-1377  FAX 0226-46-2607 
（南三陸町建設課作成） 

戸
、
伊
里
前
小
グ
ラ
ウ
ン

ド
13
戸
、
歌
津
中
グ
ラ
ウ

ン
ド
12
戸
、
港
地
区
（
民

有
地
）
13
戸
。
南
方
仮
設

の
55
戸
は
、
新
規
着
工
で

は
な
く
、
５
月
23
日
時
点

の
入
居
者
決
定
済
み
２
０

０
戸
の
う
ち
の
数
字
。
つ

ま
り
、
行
政
に
よ
る
さ
ま

ざ
ま
な
指
導
に
も
か
か
わ

ら
ず
辞
退
さ
れ
た
人
の
数

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
避

難
所
で
の
声
を
拾
う
と
、

「
子
供
の
通
学
を
考
え
て

仮
設
の
場
所
を
選
ん
だ
の

に
、
学
校
再
開
が
来
年
に

延
び
た
か
ら
迷
っ
た
」
と

の
声
も
。
問
題
山
積
の
仮

設
だ
が
、
被
災
者
に
と
っ

て
は
次
へ
の
一
歩
。
結
果

を
待
つ
そ
の
顔
に
期
待
と

不
安
が
よ
ぎ
る
。 

 

■ 
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と よ ま ま ち あ る き  その２ とよま町民運動会 

南三陸町チームが優勝 

 

 

 

ご
と
き
巡
礼
の
旅
」（
三
木

成
夫
）
を
繰
り
返
し
て
き

た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
自

然
の
一
部
」
と
し
て
。 

 

登
米
の
町
も
北
上
川
の

豊
か
な
水
と
水
運
の
恩
恵

を
受
け
て
、
名
だ
た
る
米

ど
こ
ろ
と
し
て
ま
た
様
々

な
物
産
の
集
積
地
と
し
て

繁
栄
し
て
き
た
。
人
は
ダ

ム
を
造
り
更
な
る
繁
栄
を

め
ざ
し
た
。
川
は
傷
つ
き
、

サ
ケ
も
傷
つ
く
。
そ
し
て

人
も
傷
つ
い
た
。
だ
が
、

人
は
母
親
の
胎
内
に
回
帰

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

前
へ
進
む
し
か
な
い
の

だ
。
技
術
の
解
放
も
結
局

前
へ
前
へ
行
く
し
か
な
い

の
だ
が
、「
人
の
こ
こ
ろ
」

を
壊
す
か
壊
さ
な
い
か
、

こ
そ
が
問
題
な
の
だ
と
思

う
。
北
上
川
の
流
域
に
広

が
る
里
山
の
美
し
さ
。
泣

き
た
く
な
る
ほ
ど
美
し

い
。
人
の
手
が
入
っ
て
こ

そ
の
美
し
さ
で
も
あ
る
。 

 

お
そ
ら
く
日
本
人
は

「
自
然
と
生
き
て
き
た
」

の
で
は
な
く
、「
自
然
を
生

き
て
き
た
」
民
族
な
の
だ

ろ
う
。 

震
災
と
津
波
の
町
か
ら

一
日
抜
け
出
し
イ
ギ
リ
ス

海
岸
の
河
原
を
み
つ
め
な

が
ら
思
っ
た
つ
れ
づ
れ
を

草
し
て
み
ま
し
た
。 

◆ 

こ
と
が
あ
る
。
北
上
川
が

横
に
流
れ
て
い
た
と
し
た

ら
、「
東
北
」
は
存
在
し
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、

と
思
え
る
ほ
ど
、
こ
の
川

が
縦
に
流
れ
く
だ
る
と
い

う
川
と
し
て
の
存
在
の
大

き
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。 

 

北
上
川
は
、
ゆ
っ
た
り

と
流
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
が
、
よ
く
見
る
と
そ

の
流
れ
は
複
雑
で
い
た
る

と
こ
ろ
で
渦
を
巻
き
、
逆

流
す
る
激
し
さ
を
見
せ

る
。
淀
み
の
底
に
は
青
黒

い
鱗
を
逆
立
て
た
龍
が
棲

み
つ
い
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
せ
る
も
の
が

あ
る
。
南
部
の
サ
ケ
の
鼻

曲
り
の
顔
貌
は
来
る
年
も

来
る
年
も
故
郷
の
北
上
川

の
源
流
を
め
ざ
し
岩
を
噛

む
激
流
に
逆
ら
い
幾
世
代

も
上
り
つ
づ
け
て
き
た
結

果
だ
と
い
わ
れ
る
。
熊
に

襲
わ
れ
、
人
間
が
襲
う
。

そ
れ
で
も
サ
ケ
は
生
ま
れ

た
場
所
に
た
ど
り
つ
き
、

極
限
状
態
の
中
で
性
物
質

を
放
出
し
屍
を
流
れ
に
任

せ
る
こ
と
に
な
る
。
解
剖

学
者
の
三
木
成
夫
は
そ
れ

を
「
い
の
ち
の
行
為
」
と

呼
ん
だ
。 

 

人
も
同
じ
だ
。「
目
に
見

え
ぬ
世
代
交
代
の
大
き
な

う
ね
り
に
乗
っ
て
大
河
の

 

北
上
川
は
東
北
地
方
を

北
か
ら
南
へ
と
縦
に
流
れ

落
ち
る
日
本
の
河
川
の
中

で
は
唯
一
の
川
だ
。
西
か

ら
東
か
、
東
か
ら
西
へ
と

流
れ
る
の
が
日
本
の
河
川

の
一
般
的
な
特
徴
と
い
え

る
。
な
ぜ
な
の
か
、
ぼ
く

は
知
ら
な
い
。
た
だ
、
北

上
山
地
が
日
本
列
島
が
形

造
ら
れ
る
際
に
一
番
最
初

に
姿
を
現
し
た
、
と
い
う

こ
と
は
ど
こ
か
で
読
ん
だ

北上川は「人の手」をのみこみな

がら威風堂々と流れ下る 

花巻を流れる北上川（イギリス海岸に

て）。１面号数下写真も同じ。 

宮城県北部（登米市）の方言……登米市中田町浅水の方言を中心にして 

方言 標準語 用例と解説 

いずい ミスマッチな状態

で居心地悪い。 
決してeasyではない。靴を左右逆に履くととっても”いずい”。「あのひとど，けんかすて

がら，すこす，いずいんだなや」：あの人と喧嘩してから，ちょっと気まずいんだよね。 

いまづ そのうち 「やがますねな，いまづに，すておぐ」：うるさいな，そのうちしとくよ。 

おもしぇ 面白い 「おら，みんなど，さげのむの，おもしぇっちゃ」：ぼくは，皆さんとお酒なんか飲むの楽

しいねえ。 

「てら虫World」より 

 

 

 

  

 

６
月
19
日
登
米
小
で
開
か

れ
た
第
66
回
登
米
市
と
よ

ま
地
区
市
民
体
育
大
会
で

登
米
公
民
館
・
武
道
館
に
避

難
す
る
南
三
陸
町
の
皆
さ

ん
の
「
南
三
陸
町
チ
ー
ム
」

が
見
事
優
勝
を
飾
っ
た
。
ふ

れ
あ
い
食
事
会
で
顔
な
じ

み
に
な
っ
た
み
な
さ
ん

の
、
あ
る
い
は
老
骨
に
鞭

打
ち
、
あ
る
い
は
若
人
ら

し
く
、
あ
る
い
は
子
供
ら

し
い
奮
闘
に
万
歳
！ 

写真は全て阿部一郎氏提供 
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編
集
後
記 

●
と
よ
ま
地
区
の
町
民
運

動
会
で
南
三
陸
町
チ
ー
ム

が
優
勝
し
た
。
運
動
会
が

終
わ
っ
て
、
食
事
会
に
か

け
つ
け
た
人
は
な
ん
と
い

つ
も
の
ふ
れ
あ
い
食
事
会

の
倍
の
「
人
出
」
と
な
っ

た
。
さ
す
が
に
泡
を
食
い

そ
う
に
な
っ
た
。
●
意
気

揚
々
と
引
き
揚
げ
て
き
た

「
チ
ー
ム
南
三
陸
」
の

面
々
の
お
顔
の
晴
れ
や
か

な
こ
と
。
こ
ち
ら
ま
で
う

れ
し
く
な
る
。
だ
が
１
０

０
食
し
か
用
意
し
て
い
な

い
冷
や
し
た
ぬ
き
そ
ば
や

稲
荷
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
あ

っ
と
い
う
間
に
消
え
て
い

く
。
盛
り
を
加
減
し
な
が

ら
な
ん
と
か
間
に
合
わ
せ

た
も
の
の
、
冷
や
し
た
ぬ

き
な
ら
ぬ
冷
や
冷
や
た
ぬ

き
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
。
●
運
動
会
の
写
真
の

デ
ー
タ
を
阿
部
一
郎
さ
ん

に
お
借
り
し
返
し
に
行
っ

た
際
、
津
波
の
写
真
見
た

か
と
問
わ
れ
、
見
て
ま
せ

ん
と
応
え
る
と
、
当
日
の

写
真
を
見
せ
な
が
ら
阿
部

夫
妻
は
建
て
た
ば
か
り
の

「
百
年
も
つ
家
」
が
ふ
わ

り
と
浮
い
て
崩
れ
も
せ
ず

に
流
さ
れ
て
い
っ
た
と
き

の
こ
と
を
語
り
始
め
た
。 

登 米 市 に お け る 東 災 ボ の 活 動 

ふれあい食事会日誌（6月11日～19日） 

日時 避難施設名 メニュー 食数（参加者数） ボランティア 備考 

6/11 

土 

旧善王寺小学校 コンソメスープ 

寒天フルーツ 

約140食 10期ボラ５名 

事務局４名 

戸倉中の授業参観日に合わせて米山の地元民に

よるカレーの炊き出し。お茶っこを中心に避難

民とふれあう。 

6/12 

日 

津山若者総合体育館 冷やし中華・ワンタ

ンスープ・さくらん

ぼ 

65食 

参加実数58人 

11期ボラ4人 

事務局3人 

地元ボランティア5名が協力。いつもそうだが、

新規ボラ初仕事と大規模避難所がぶつかる初

日、トラブルは仕方がない。 

6/13 

月 

迫ふるさと交流館 同上 30食 11期ボラ4名 

事務局2名 

準備に入る前にお茶っこができる。ここはいつ

もながら落ち着いた雰囲気がいい。菅原のお母

さんが若いころの写真を展示会で見つけたと、

みんなに見せてくれた。 

6/15 

水 

登米公民館・ 

武道館 

同上 約70食 11期ボラ4名 

事務局2名 

「忘れ物が多かった」「被災者とふれあうことが

ほとんどできなかった」とボラ感想。 

6/16 

木 

平筒沼youyou館 同上 23食 

実数17食 

11期ボラ4名 

事務局2名 

「実質4日目の調理でしたので、尐し準備もス

ムーズにできたお蔭で避難所の方々とお茶っこ

することができました」とボラ感想。夕方は横

山仮設での大食事会。11期ボラ全員集合でかか

った。 

6/17 

金 

豊里多目的研修セン

ター 

同上 約35食 11期ボラ7名 

事務局4名 

本日も反省から。……ま、終わりよければすべ

てよしの姿勢でいこうぜ！ 

6/18 

土 

旧善王寺小学校 同上 40食用意 11期ボラ4名 

事務局 

「最終日に一番おいしい冷やし中華ができた」

と自画自賛。 

6/19 

日 

登米公民館・ 

武道館 

冷やしたぬきそば・ 

稲荷寿司・ブルーベ

リーヨーグルト 

約130食 12期ボラ7人 

事務局2名 

「段取りはほぼ完ぺき」とボラリーダー。なぜ

「ほぼ」か？ 油揚げを忘れちまった！ 

冷やしたぬきそばの汁つくりのための昆布と煮

干しの買い出しを忘れたため、あるもので工夫。

まーまーの味となった。 

 

東北地方太平洋沖地震に係るプレス発表資料（6/15・17） 南三陸町ＨＰより 

 ●水道の復旧状況について 

 水道の復旧状況につきましては、水道管の漏水修繕を実施しながら、早期の復旧に取り組んでいるところであります。

しかしながら、従来の水源が飲用に適さない状況にあることから、現在、多くの地区においては生活用水としてのみ使用

が可能な「仮通水」の状態となっております。 

 町全体として配水を必要とする戸数は約2,100戸でありまして、このうち1,600弱の世帯に対して通水が完了しており、

その割合は約 75％となっております。しかしながら、地区によっては依然として塩分濃度が水道水としての基準を超え

ていることから、飲用をお控えいただくようお願いをいたしております。また、未だ仮通水が実施されていない地区の住

民の皆様におかれましては、ご不便をお掛けして大変申し訳ありませんが、復旧までいましばらくの間、お待ちをいただ

きたいと存じます。なお、各地区における 6月 14日現在の通水の状況は次のとおりです。 

●仮設住宅につきまして 

 仮設住宅に関しましては、6月 19日（日）に 264件の抽選を予定しているところです。当選をされた方につきまして

は順次入居をお願いしているところでありますが、事情により当選したにもかかわらず入居されない世帯は、前回の報告

を含め3名となっております。（キャンセル 2世帯増）。この辞退された仮設住宅につきましても早急に抽選を行いたいと

考えています。今日現在の仮設住宅の入居状態は、横山住宅57戸（100％）、自然の家100戸（100％）、志津川小54戸（100％）、

志津川中 82戸（97.6 ％）、吉野沢団地 66戸（98.5％）、合計 98.5％。また、仮設住宅において、アリの発生や雨漏り

の苦情が寄せられているところですが、補修等を終えて検査を行い引渡しを行ったところであります。今後においても仮

設住宅の不備等については、早急に対応してまいりますので、そういった場合は建設課までご連絡をしていただきますよ

うお願い申し上げます。 

 

 

 


